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健幸都市たかはし　“つながり”から創る心豊かなまちづくり

留学生が出会う高梁の魅力留学生が出会う高梁の魅力
今月の表紙 今月の表紙 主な内容主な内容
　「留学生に地域を知って頂きたい体験学習」の一環とし　「留学生に地域を知って頂きたい体験学習」の一環とし
て、５月16日に吉備国際大学の留学生16人が参加し、茶て、５月16日に吉備国際大学の留学生16人が参加し、茶
摘みと釜炒りを体験しました。留学生たちは、初めての作摘みと釜炒りを体験しました。留学生たちは、初めての作
業に戸惑いながらも楽しそうに取り組み、自分たちで摘み業に戸惑いながらも楽しそうに取り組み、自分たちで摘み
炒った茶葉で淹れたお茶をおいしく味わいました。炒った茶葉で淹れたお茶をおいしく味わいました。

●教育振興基本計画を策定しました（P2～）●教育振興基本計画を策定しました（P2～）
●令和７年度財政事情の公表（P4～）●令和７年度財政事情の公表（P4～）
●功績をたたえます（P6～）●功績をたたえます（P6～）
●市民のページ（P22～）●市民のページ（P22～）



　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
や
授
業
改
善
を
通
じ
た
学
習

環
境
の
充
実
、
地
域
と
連
携
し
た
学
校

運
営
や
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い
学
び
の
機
会
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
館
や
公
民
館

活
動
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
な
ど
を

通
じ
て
、
地
域
の
魅
力
向
上
や
世
代
間

交
流
の
促
進
に
も
成
果
を
あ
げ
て
き
ま

し
た
。
一
方
で
、
学
力
の
向
上
や
不
登

校
・
い
じ
め
へ
の
対
応
、
特
別
支
援
教

育
の
充
実
、
各
種
施
設
の
老
朽
化
や
担

い
手
不
足
、
体
験
活
動
参
加
者
の
固
定

化
な
ど
、
多
く
の
課
題
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
の
進
行
や
人
生
１
０
０
年
時
代
の

到
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
に

よ
り
、
社
会
は
急
速
か
つ
複
雑
に
変
化

し
て
お
り
、
将
来
の
予
測
が
困
難
な
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
お
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
が
主
体

的
に
学
び
続
け
、
自
ら
課
題
を
見
出
し

解
決
し
て
い
く
力
を
育
む
こ
と
が
重
要

一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
と

よ
り
よ
い
社
会
を
実
現
す
る

�

人
づ
く
り

未来未来へのへの航路航路を描くを描く

　教育委員会では、今後の教育をよりよく進めていくために「第４次高梁市教育振興基本計画」を策　教育委員会では、今後の教育をよりよく進めていくために「第４次高梁市教育振興基本計画」を策
定しました。定しました。
　この計画では、これまでの取り組みで見えてきた成果や課題を踏まえ、本市が目指すべ　この計画では、これまでの取り組みで見えてきた成果や課題を踏まえ、本市が目指すべ
き教育の姿とその実現のために重点的に取り組む施策等をまとめています。き教育の姿とその実現のために重点的に取り組む施策等をまとめています。

問問教育総務課☎21-1500教育総務課☎21-1500

目指す人物像
■心豊かにたくましく学び続ける人
　�豊かな心と健やかな体を育み、生涯にわたり活躍
し、生きがいをもって生活できる人を育成します
■自立し社会に参画できる人
　�自ら考え行動し、社会の一員として他者とともに地
域や社会づくりに主体的に参画する人を育成します
■志をもち挑戦する人
　�強い意志を持って積極的に挑戦し、社会の変化や
課題に柔軟に対応できる人を育成します

新しい教育振興基本計画がスタート新しい教育振興基本計画がスタート

で
す
。

　
ま
た
、
多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

自
ら
の
可
能
性
を
伸
ば
し
、
豊
か
な
人

生
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
た
な
計
画
の
も
と
、
心
豊
か

で
た
く
ま
し
く
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
主

体
的
に
学
び
続
け
る
と
と
も
に
、
自
立

し
た
一
人
の
人
間
と
し
て
社
会
に
積
極

的
に
参
画
し
、
自
ら
の
志
を
大
切
に
し

な
が
ら
新
た
な
課
題
や
目
標
に
挑
戦
し

続
け
る
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

2令和８年（2026）６月



　現代社会は変化が激しく、先行きが見通しにくい時代を迎えています。教
育現場は、知識や正解を身につけるだけでなく、変化に柔軟に対応し、多様
な人と協働して新たな価値を生み出す力を育むことが求められています。課
題解決能力を磨く探究的な学びを通して、自ら課題を見つけ、考え、行動す
る力を育てていくことが必要だと考えています。また、子どもたちが地域に
誇りと愛着を持ち、「また高梁に帰りたい」とふるさとを大切に思える人材へ
と成長していくことを願っています。
　市では、教育振興基本計画に基づき、「個別最適な学び」を推進しています。
これは、一人ひとりの興味や得意分野を生かし、それぞれに合ったペースや
方法で学べる環境を整えるものです。高梁市が独自に導入している小学校30人学級、中学校35人学級は、そ
の実現に向けた大きな一歩であり、子どもたち一人ひとりに寄り添った教育の形を具体化する取り組みです。
　少子化の進行により、学校を取り巻く環境は変化していますが、学校は学びの場であると同時に地域の温か
さやつながりを育む大切な存在でもあります。これからも地域の特色を活かし、人と人との絆を大切にしなが
ら、子どもたちの健やかな成長を支えていきたいと思います。

　高梁市の子どもたちはのびのびとしていて、元気にあいさつを交わす
姿が印象的です。子どもたちも地域の大切な一員であり、教育を学校だ
けに任せるのではなく、地域全体で見守り支えていくことが大切だと感
じています。学校と地域が互いに支え合いながらつながりを深め、子ど
もたちが自ら考え、選択し、行動できる力を育てていくことが求められ
ています。
　教育振興基本計画の策定に関わる中で、その責任の重さを感じるとと
もに、多くの方に読んでもらえる計画にしたいと考えました。人口減少
もすべてが悪いことばかりではないので、人口が減っているからこそ、

これからのまちのあり方を前向きに考える機会にしたいと思いながら協議を重ねました。
　子どもたちには、自分の考えをしっかり持ち、自ら選んだ道を自信をもって歩む力を身につけてほしいと思
います。そして、ふるさと高梁に誇りと愛着を持ち、「ここで育ってよかった」と感じられる人に成長するこ
とを願っています。

２つの基本方針に沿って取り組んでいきます。

基本方針１ 基本方針２

未来を拓く学びと育ち 学び ･文化 ･スポーツを通じた
共に生きる社会の創造　子どもたちが自ら未来を切り拓く力を身に付けるた

め、ICT活用や授業改善を通して、一人ひとりに合っ
た学びを進め、思考力・判断力・表現力を高めるとと
もに、多様な体験を取り入れた探究的な学習を通して、
主体性と協働性を育成します。
　また、子どもたちが安心して学ぶことができるよう、
発達段階に応じた心の教育や、いじめ・不登校への早
期対応、多様な教育ニーズに応じた支援に取り組みます。

　地域の特性を生かした学習機会や体験活動を充実させ、
多世代が学び合い交流できる環境づくりを進めます。
　また、地域・家庭・学校・行政が連携し、まち全体で子
どもたちを育む体制を強化するとともに、人権尊重や多文
化共生への理解を深める取組を推進します。
　さらに、文化・芸術活動や文化財の保存・活用、誰もが
楽しめるスポーツ活動を通して、地域の魅力と活力の向上
を目指します。

Interview

  高梁で育つ探究の力

  地域と育む子どもの未来

福地小学校長

片
かたおか

岡 一
かずひろ

公さん

社会教育委員

矢
やどうまる

動丸 祐
ゆ う こ

子さん

策定検討委員のうち、２人から声を聞きました。

高梁市の市外局番は「0866」です3 令和８年（2026）６月
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市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
６
月
と
12
月
の
年
２
回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
令
和
８
年
３

月
末
時
点
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
は
、
５
月
末
ま
で
の
出
納
整
理
期
間
を
経
て
決
算
額

が
確
定
す
る
た
め
、
最
終
的
な
決
算
状
況
は
広
報
た
か
は
し
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計　予算執行状況
歳入

項目 予算額 収入済額 執行率
市税 38億3,301万円 38億3,106万円 99.9%
地方交付税 102億1,410万円 106億7,238万円 104.5%
国庫支出金 26億34万円 18億2,591万円 70.2%
県支出金 12億6,456万円 5億7,414万円 45.4%
繰入金 13億7,488万円 13億3,808万円 97.3%
諸収入 5億9,068万円 2億7,710万円 46.9%
市債 26億3,030万円 4億1,560万円 15.8%
その他 31億6,434万円 30億6,623万円 96.9%
歳入合計 256億7,221万円 220億50万円 85.7%

歳出
項目 予算額 支出済額 執行率

総務費 41億7,948万円 33億9,033万円 81.1%
民生費 64億7,333万円 46億3,170万円 71.6%
衛生費 23億4,780万円 19億7,302万円 84.0%
農林水産業費 9億5,819万円 7億2,133万円 75.3%
商工費 6億7,249万円 2億7,950万円 41.6%
土木費 34億485万円 17億5,829万円 51.6%
消防費 7億7,402万円 7億1,656万円 92.6%
教育費 24億780万円 19億9,716万円 82.9%
災害復旧費 7億1,042万円 2億5,972万円 36.6%
公債費 35億3,822万円 35億3,733万円 99.9%
その他 2億561万円 1億9,264万円 93.7%
歳出合計 256億7,221万円 194億5,758万円 75.8%

特別会計　予算執行状況
会計名 歳入 歳出

予算額 収入済額 執行率 予算額 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計（事業勘定） 33億5,813万円 27億6,112万円 82.2% 33億5,813万円 28億5,840万円 85.1%
へき地診療所特別会計 990万円 196万円 19.8% 990万円 772万円 78.0%
後期高齢者医療特別会計 6億4,707万円 6億2,226万円 96.2% 6億4,707万円 6億2,071万円 95.9%
介護保険特別会計（事業勘定） 52億6,376万円 43億7,667万円 83.1% 52億6,376万円 46億2,609万円 87.9%
介護保険特別会計（サービス勘定） 5,886万円 3,808万円 64.7% 5,886万円 5,853万円 99.4%
養護老人ホーム特別会計 3億1,444万円 7,626万円 24.3% 3億1,444万円 2億9,574万円 94.1%
特別養護老人ホーム特別会計 2億9,262万円 1億2,430万円 42.5% 2億9,262万円 2億7,678万円 94.6%
畑地かんがい事業特別会計 3,128万円 1,924万円 61.5% 3,128万円 2,837万円 90.7%
地域開発事業特別会計 1億4,631万円 62万円 0.4% 1億4,631万円 5,958万円 40.7%
巨瀬財産区特別会計 131万円 92万円 70.2% 131万円 77万円 58.8%
宇治財産区特別会計 753万円 821万円 109.0% 753万円 85万円 11.3%
有漢財産区特別会計 476万円 281万円 59.0% 476万円 113万円 23.7%
特別会計合計 101億3,597万円 80億3,245万円 79.2% 101億3,597万円 88億3,467万円 87.2%

企業会計決算見込
水道事業 収益的収入 9億6,390万円 収益的支出 11億7,966万円

資本的収入 3億4,186万円 資本的支出 5億9,201万円

下水道事業 収益的収入 9億5,141万円 収益的支出 8億6,134万円
資本的収入 17億7,213万円 資本的支出 20億6,097万円

病院事業 収益的収入 21億57万円 収益的支出 23億3,443万円
資本的収入 7,261万円 資本的支出 2億6,723万円

4令和８年（2026）６月



令和７年度財政事情の公表

令和７年度に実施した主な事業
地域産業・地域資源を活かした活力あるまち
・農業用機械導入支援事業（976万円）
　農業経営の安定化と
効率化等を図るため、
市内農業従事者の機械
購入費に対して補助金
を交付した。

心のつながりを大切に支え合い助け合う
健康のまち
・妊婦のための支援給付交付金事業（1,420万円）
　妊娠時から出産・子育てまで一貫した伴走型相
談支援を行うととも
に、経済的支援を一
体的に進めるため、
妊娠届出や出生届出
を行った妊婦等に対
して支援給付金を交
付した。

多様な主体との連携・協働による持続可能なまち
・地域集会所ＬＥＤ照明交換事業（962万円）
　地域集会所の照明を蛍光
灯等からＬＥＤへ交換する
費用の一部を助成した。
・市税等口座振替推進事業
　（20万円）
　口座振替納付を推進するため、市税等の対象科
目について新規で口座振替依頼書を提出された人
のうち抽選で100人にQUOカードをプレゼント
した。

移住定住の促進、防災対策の強化、
Society5.0の推進
・子育て世帯向け賃貸住宅建設促進事業（700万円）
　定住人口の拡大と地域経
済の活性化を図るため、市
内に世帯向け賃貸住宅を建
設する個人または法人に対
し、建設費用の一部を助成
した。

美しい自然環境と快適な生活基盤が調和した
安心・安全のまち
・スマートエネルギー導入促進事業（4,871万円）
　カーボンニュートラルの実現に向け、省エネル
ギー性能の高い給湯器やエアコンへの買い替え等
に対して費用の一部を助成した。
・高校生バス路線等通学支援事業（832万円）
　高等学校等にバスを利用して通学する生徒の保
護者に対し、通学定期
券購入費用の一部を補
助することにより、保
護者負担の軽減および
路線バスの利用促進を
図った。

たくましく豊かな心を未来へつなぐ学びのまち
・県立高校魅力化事業（694万円）
　市内高等学校の魅力化
と教育体制の継続による
地方創生を実現するた
め、高校魅力化に関する
事業を実施した。

地
方
債
の
残
高

基
金
の
現
在
高

　

令
和
７
年
度
末
に
お
け
る
普
通
会
計（
※

１
）の
地
方
債（
※
２
）残
高
は
３
２
６
億
１
６

６
７
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約
３
億
９
０

５
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
一
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
１
３
１
万
円
に
な

り
ま
す
が
、
元
金
や
利
息
の
償
還
を
国
が
交

付
税
等
で
補
て
ん
し
て
く
れ
る
有
利
な
市
債

を
借
り
入
れ
て
い
る
た
め
、
実
質
的
な
負
担

は
一
人
当
た
り
約
39
万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
末
の
基
金
（
※
３
）
現
在
高

は
、普
通
会
計
で
62
億
１
７
９
７
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
※
１
）普
通
会
計

　
市
の
会
計
区
分
は
一
般
会
計
の
ほ
か
、
特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
の
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
と
、
公
営
事
業
に
属

さ
な
い
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
会
計
の
こ
と
を
普
通
会

計
と
い
い
ま
す
。

［
普
通
会
計
に
区
分
さ
れ
る
特
別
会
計
］

　
へ
き
地
診
療
所
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
畑
地
か
ん
が

い
事
業

（
※
２
）地
方
債

　
地
方
公
共
団
体
が
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
資
金

調
達
の
た
め
に
行
う
債
務
（
借
金
）
の
こ
と
。
市
債
と

も
い
い
ま
す
。

（
※
３
）基
金

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を
積
み
立
て
た
財
産

（
預
金
）
の
こ
と
。

高梁市の市外局番は「0866」です5 令和８年（2026）６月



功績をたたえます・お知らせ

談
セ
ン
タ
ー
所
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
５
年
４
月
か
ら
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、
市
民
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
要
望
や
相
談
、
そ
の
解
決

に
向
け
て
特
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

問
協
働
定
住
課�

☎
21

―

０
２
５
４

 

く
ら
し

電
子
申
請
で
国
民
年
金
の

手
続
き
が
で
き
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

人
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
か
ら
、
次
の
手
続
き

が
可
能
で
す
。

●�

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
加
入
の

届
出

●�

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶

予
申
請
、
学
生
納
付
特
例
申
請
、
産

前
産
後
免
除
の
届
出

●�

国
民
年
金
保
険
料
の
付
加
保
険
料
の

申
出

　
詳
し
く
は
、
日
本
年
金

機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

　

�

☎
21

―

０
５
７
０
（
案
内
に
沿
っ
て

②
→
②
の
順
に
押
し
て
く
だ
さ
い
）

　
市
民
課�

☎
21

―

０
２
５
８

　
平
成
13
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
順
正

学
園
（
旧
高
梁
学
園
）
の
理
事
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
吉
備
国
際
大
学
を
は

じ
め
と
す
る
岡
山
県
内
外
の
大
学
・
専

門
学
校
の
運
営
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、

教
育
界
の
振
興
並
び
に
地
域
の
活
性
化

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
の
高
等
教
育
の
発
展
と
国

際
交
流
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ 加

か け
計 美

み や こ
也子 さん原

は ら だ
田　豊

ゆたか
 さん

旭
日
小
綬
章

　
昭
和
55
年
に
成
羽
町
消
防
団
へ
入
団

以
来
、
43
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
市
民

の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る
た

め
、
地
域
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
25
年
か
ら
は
分
団
長
と
し
て

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

問
消
防
総
務
課�
☎
21

―

０
１
２
２

西
にしひら

平　勝
かつとし

年 さん
（成羽町上日名）

瑞
宝
単
光
章

元高梁市消防団分団長

元順正学園理事長
高梁市名誉市民

市
役
所（
本
庁
）代
表
電
話
の

自
動
音
声
案
内
導
入

　
７
月
１
日
（
水
）
か
ら
市
役
所
（
本

庁
）
代
表
電
話
番
号
宛
て
の
電
話
に
自

動
音
声
案
内
を
導
入
し
ま
す
。

　
市
役
所（
本
庁
）代
表
電
話
番
号（
☎

21

―

０
２
０
０
）
へ
電
話
を
お
掛
け
い

た
だ
く
と
、
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
。 

開
庁
時
間
内
は
、
自
動
音
声
案
内
に

従
っ
て
電
話
機
の
ボ
タ
ン
を
操
作
し
て

い
た
だ
き
、
用
件
に
応
じ
た
番
号
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
直
通
電
話

を
ご
活
用
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課�

☎
21

―

０
２
０
９

ダ
ム
放
流
に
よ
る
増
水
に
注
意

　
今
年
も
出
水
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
川
で
の
作
業
、
釣
り
、
子
ど
も
の

水
遊
び
等
に
は
、
十
分
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

　
ダ
ム
の
放
流
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン

が
な
っ
た
時
に
は
、
川
の
水
が
増
え
る
た

め
、直
ち
に
川
か
ら
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
中
国
電
力
東
部
水
力
セ
ン
タ
ー

�
☎
42

―

４
５
３
３

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

た
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
に
高
梁
市
名

誉
市
民
の
称
号
を
授
与
。
現
在
も
ゼ
ミ

生
を
教
え
る
な
ど
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
秘
書
企
画
課�

☎
21

―

０
２
０
１

行
政
相
談
委
員
へ

行
政
相
談
委
員
へ

��

感
謝
状
贈
呈

感
謝
状
贈
呈

　
５
月
29
日
、
岡
山
行
政
監
視
行
政
相

市
役
所
や
各
地
域
局
な
ど
で
は
、
行
政
相

談
委
員
に
よ
る
相
談
所
を
定
期
的
に
開
設

し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

6令和８年（2026）６月



お知らせ

て
救
わ
れ
た
人
も
多
く
、
地
域
の
自
主

防
災
活
動
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

例
も
あ
り
ま
す
。

　
大
規
模
な
災
害
を
乗
り
切
る
た
め
に

も
各
地
域
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し

て
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
で
日
頃
か
ら

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
や

防
災
資
機
材
の
整
備
に
つ
い
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Instagram
フォロー

お願いします。

トヨタレンタリース岡山

備中⾼梁駅前店では、環境に優しく⼩回りの利く、
超⼩型EV「C⁺pod」6時間限定 でキャンペーン実施中︕
【⼀充電⾛⾏距離は150km、最⾼速度60km/h 】

キャンペーン期間︓2026年6⽉15⽇〜 ８⽉31⽇

備 中 ⾼ 梁 駅 前 店

トヨタレンタリース岡⼭
備中⾼梁駅前店

住所   ︓ ⾼梁市旭町1335-7
電話   ︓     0866-22-5566
営業時間  ︓  9:00 - 18:00

詳しくは、お問い合わせ下さい

トヨタレンタリース岡⼭
 備 中 ⾼ 梁 駅 前 店

住所  ︓    ⾼梁市旭町1335-7
電話   :         0866-22-5566
営業時間 :        9:00 - 18:00

予約の時「広報たかはしを⾒た︕」とお伝え下さい。

・台数に限りがありますのでご予約が必要です。

・予約はお電話、もしくは店頭にてお願いします。
・お⽀払いはクレジットカードでお願いします。

・ご利⽤時間６時間を過ぎる場合は通常料⾦になります。

お電話でのご予約 
 0866-22-5566

６時間 （免責補償料込）
（消費税込）

安⼼Wプランは別 ⽇額（550円税込）になります。

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

避
難
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う

　
避
難
先
や
避
難
の
方
法
、
非
常
持
ち

出
し
バ
ッ
グ
の
中
身
は
、
家
族
構
成
や

家
庭
の
状
況
に
よ
り
大
き
く
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
避
難
所
へ
の
移
動
が
危
険
な

場
合
に
は
、
自
宅
の
２
階
以
上
へ
の
垂

直
避
難
や
山
と
反
対
側
の
部
屋
へ
移
動

す
る
な
ど
、
臨
機
応
変
な
行
動
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

　
自
宅
エ
リ
ア
の
安
全
性
や
避
難
先
を地域おこし協力隊小野隊員（防災王子）による

防災講話の様子

事
前
に
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
で
確
認
し
た

り
、
避
難
の
方
法
や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ

い
て
日
頃
か
ら
家
族
や
ご
近
所
で
話
し

合
っ
た
り
し
て
お
く
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。

　
市
で
は
、
小
中
学
校
や
様
々
な
団
体

を
対
象
に
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
一

人
ひ
と
り
の
防
災
行
動
計
画
）
を
作
成

す
る
た
め
の
講
習
会
や
避
難
所
体
験
訓

練
、
Ｖ
Ｒ
・
Ａ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
用
し

た
避
難
訓
練
な
ど
の
支
援
も
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 問

危
機
管
理
課

�

☎
21

―

０
２
４
６

自
主
防
災
組
織
の

　
　
　
　
結
成
・
活
動
の
促
進

　
大
規
模
な
災
害
の
直
後
、
行
政
に
よ

る
救
出
や
支
援
が
行
き
届
か
な
い
と
き

に
は
、地
域
に
よ
る
支
え
合
い「
自
助・

共
助
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
時
に
も
、
地
域
に
よ

る
一
人
暮
ら
し
世
帯
へ
の
水
の
配
布
や

要
支
援
者
へ
の
安
否
確
認
な
ど
に
よ
っ

松原地域自主防災会で行われた炊き出
し訓練の様子

大
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
て

大
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
て

高梁市の市外局番は「0866」です7 令和８年（2026）６月



国
民
健
康
保
険
加
入
者
へ
資
格

確
認
書
等
を
発
送
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
・
資
格
確
認
書
等
の
更
新

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
「
資
格

確
認
書
」
ま
た
は
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
７
月
中
に
世
帯
主
宛
て
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
８
月
に
な
っ
て
も
資
格
確
認
書
等
が

届
か
な
い
場
合
は
、
市
民
課
健
康
保
険

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課�

☎
21

―

０
２
５
８

■
資
格
確
認
書
等

　
現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
資

格
確
認
書
（
青
色
）
の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
ま
で
で
す
。
８
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
る
「
資
格
確
認
書
（
ク
リ
ー
ム

色
）」ま
た
は「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

を
７
月
中
に
発
送
し
ま
す
。

■
一
部
負
担
金
の
割
合

　
医
療
機
関
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担

金
の
割
合
（
１
割
～
３
割
）
は
、
令
和

７
年
中
の
所
得
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

問
市
民
課�

☎
21

―

０
２
５
８

■
保
険
料
の
納
付

　
保
険
料
は
基
本
的
に
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
特
別
徴
収
の
事
由
に
該
当

し
な
い
人
や
年
度
の
途
中
で
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
人
、
他
の
市

町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
は
、
普
通
徴

収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
で
の
納
付
）

と
な
り
ま
す
。

問
税
務
課�

☎
21

―
０
２
１
４

■
保
険
料
の
決
ま
り
方

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率

は
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。
令
和

８
年
度
か
ら
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、保
険
料
は
従
来
の「
医
療
分
」と「
子

ど
も
分
」
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。
医

療
分
と
子
ど
も
分
そ
れ
ぞ
れ
に
、
被
保

険
者
全
員
が
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得

割
額
」
が
あ
り
、
す
べ
て
を
合
算
し
た

額
が
年
間
の
保
険
料
に
な
り
ま
す
。

資
料
①
の
と
お
り
で
す
。

■
均
等
割
額
の
軽
減

　
世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
均
等
割

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
令
和
８
年
度
は

資
料
②
の
と
お
り
で
す
。

問
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
８
６

―

２
４
５

―

０
０
９
０

資料①

資料②

医療分 子ども分
年　　度 令和８年度 令和９年度 令和８年度 令和９年度
均 等 割 60,100円 1,400円

令和８年度中に決定所得割率 10.88％ 0.25％
限 度 額 850,000円 21,000円

※１人あたりの年間保険料は、100円未満を切り捨てます。
※�保険料は対象年度１年間分（４月から翌年３月までの12カ月）として計算され、年度の途中で加入した場
合は加入月から計算します。
※�「賦課のもととなる所得金額」とは、前年の総所得金額などから基礎控除額（合計所得金額が2,400万円以
下の場合は43万円）を控除した額です。

対象者の所得要件
（世帯主及びその世帯の被保険者の総所得金額等の合計が下記の金額以下の世帯）

均等割の軽減割合
令和８年度

43万円＋（給与所得者などの数－１）×10万円 ７割※
43万円＋（給与所得者などの数－１）×10万円＋31万円×（被保険者数） ５割　
43万円＋（給与所得者などの数－１）×10万円＋57万円×（被保険者数） ２割　
※令和８年度の医療分の均等割額は7.2割軽減されます。

8令和８年（2026）６月



お知らせ

ご
み
分
別
の
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す

畜
産
飼
料
高
騰
対
策
支
援
金

　
今
年
度
に
入
り
、
ご
み
焼
却
施
設
に

お
い
て
、
可
燃
ご
み
に
混
入
し
た
金
属
類

が
原
因
で
機
械
が
故
障
し
、
施
設
を
数

日
間
に
わ
た
り
停
止
し
、
本
来
不
要
な

修
繕
に
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
可
燃
ご
み
に
金
属
類
な
ど
の
不
燃
物

を
混
入
し
な
い
よ
う
、
ル
ー
ル
に
沿
っ

た
適
切
な
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。
施

設
の
安
全
で
安
定
し
た
稼
働
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
環
境
課�

☎
21

―

０
２
５
９

　
畜
産
飼
料
高
騰
の
影
響
に
よ
る
畜
産

農
家
の
営
農
負
担
を
軽
減
し
、
今
後
も

継
続
し
て
事
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る

畜
産
農
家
で
あ
る
こ
と
。

①
令
和
７
年
分
の
確
定
申
告（
法
人
税・

所
得
税
）、
も
し
く
は
市
民
税
・
県
民

税
申
告
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

②
５
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
所
、
ま

た
は
事
業
所
な
ど
を
有
し
、
引
き
続
き

畜
産
業
を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
。

③
令
和
７
年
に
農
林
漁
業
収
入
が
あ
る

こ
と
。

④
法
人
の
場
合
は
、
令
和
７
年
度
に
お

い
て
市
の
法
人
市
民
税
が
賦
課
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

⑤
市
に
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

交
付
額（
１
頭
当
た
り
）　
乳
用
牛
５
０

０
０
円
、
肉
用
牛
５
５
０
０
円
、
繁
殖

牛
２
０
０
０
円

申
請
方
法　
対
象
と
な
る
人
・
法
人
に

交
付
申
請
書
兼
請
求
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
９
月
30
日（
水
）

ま
で
に
農
林
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課�

☎
21

―

０
２
２
３

募
集

マイナンバーカードマイナンバーカード
受け取り時間外窓口受け取り時間外窓口

※�日時が変更になる場合がありますので、最新の情※�日時が変更になる場合がありますので、最新の情
報については市ウェブサイトをご覧報については市ウェブサイトをご覧
いただくか、お問い合わせください。いただくか、お問い合わせください。
問問市民課　☎21－0253市民課　☎21－0253

７月の開設日時・場所７月の開設日時・場所
　７月25日（土）　７月25日（土）
　午前10時～正午　市役所１階　市民課　午前10時～正午　市役所１階　市民課

令
和
９
年
高
梁
市
二
十
歳
の

つ
ど
い
実
行
委
員
募
集
！

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
記
念
行
事
の
企
画
や
運
営
を
し
ま
せ

ん
か
。
仲
間
と
一
緒
に
、
思
い
出
に
残

る
一
日
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象　
平
成
18
年
４
月
２
日
～
平

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
。（
満

20
歳
）

　
活
動
内
容
や

申
し
込
み
な
ど

詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
社
会
教
育
課�

☎
21

―

１
５
１
４

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
コ
ー
ス
の
自
衛

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
航
空
学
生　
航
空
自
衛
隊
・
海
上
自

衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
等
を
養
成
す
る

コ
ー
ス
。
入
隊
後
基
礎
教
育
や
専
門
教

育
、
飛
行
訓
練
を
受
け
、
将
来
は
我
が

国
の
空
と
海
を
守
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し

て
活
躍
し
ま
す
。

■
一
般
曹
候
補
生　
部
隊
の
中
核
で
あ

る
曹
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
。
入
隊
後
2

年
９
カ
月
以
降
、
選
考
で
曹
に
昇
任
し

ま
す
。

■
２
等
陸
海
空
士
（
任
期
制
自
衛
官
）

陸
２
年
、
海
・
空
３
年
の
任
期
制
隊
員

コ
ー
ス
。
任
期
終
了
後
は
民
間
企
業
へ

の
就
職
や
継
続
任
用
も
可
能
で
す
。

　
各
種
コ
ー
ス
の
詳
細
説
明
を
随
時
実

施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地

域
事
務
所�

☎
22

―

２
３
１
４

　
岡
山
地
方
協
力
本
部　

　

ま
た
は
、「
岡
山
ち
ほ

ん
」
で
検
索

次回は、９月26日（土）の予定です。次回は、９月26日（土）の予定です。

高梁市の市外局番は「0866」です9 令和８年（2026）６月



受
講
料　
２
万
円

申
込
締
切　
８
月
14
日（
金
）

　
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
22

―

７
２
４
４

か
わ
さ
き
夏
の
子
ど
も

体
験
教
室 

２
０
２
６

な
つ
や
す
み

リ
ハ
ビ
リ
の
お
仕
事
体
験

ぽ
か
ぽ
か
サ
ロ
ン（
認
知
症
本
人

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）を
開
催
し
ま
す

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
者
募
集

　

川
崎
学
園
で
は
、「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
の
ふ
し
ぎ
」
を
テ
ー
マ
に
、
災
害

救
助
体
験
、
医
師
体
験
、
看
護
師
体
験

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通

し
て
、
医
療
・
福
祉
に
携
わ
る
喜
び
を

実
感
し
て
も
ら
い
、
興
味
や
関
心
を
高

め
、
学
び
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

日
時　
８
月
18
日（
火
）・
19
日（
水
）

午
前
９
時
～
正
午
（
小
学
１
年
生
～
４

年
生
対
象
）、
午
後
1
時
30
分
～
4
時

（
小
学
５
年
生
～
中
学
生
対
象
）

場
所　
川
崎
医
科
大
学 

現
代
医
学
教

育
博
物
館
（
倉
敷
市
松
島
）

内
容　
災
害
救
助
体
験
、医
師
体
験
、看

護
師
体
験
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
見
学
な
ど

対
象　
小
・
中
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

定
員　
各
日
65
名

申
込
締
切　
６
月
22
日（
月
）
午
後
４
時

参
加
費　
無
料

　
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
川
崎
学

園
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
川
崎
学
園

�

☎
０
８
６

―

４
６
２

―

１
１
１
１

　
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
と
し
て
病

院
で
行
わ
れ
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
の
仕
事

に
つ
い
て
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

場
所　
川
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
（
倉
敷
市
松
島
）

内
容　
リ
ハ
ビ
リ
検
査
体
験
・
治
療
器

具
作
成
な
ど

申
込
締
切　
７
月
４
日（
土
）

参
加
費　
無
料

■
小
学
生
の
部
（
小
学
４
～
６
年
生
）

日
時　
７
月
29
日（
水
）
①
午
前
10
時
～

11
時
30
分
、
②
午
後
２
時
～
３
時
30
分

定
員　
24
名
（
①
と
②
合
わ
せ
て
）

■
中
学
生
の
部

日
時　
7
月
30
日（
木
）
午
後
１
時
～

２
時
30
分

定
員　
12
名

※
小
学
生
・
中
学
生
と
も
保
護
者
同
伴

　
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
川
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

�

☎
０
８
６

―

４
６
４

―

１
１
７
９

　
本
サ
ロ
ン
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
が
集
い
、
交
流
や
情
報
交
換
を

す
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

日
時　
７
月
７
日（
火
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所　
た
い
こ
ま
る
プ
ラ
ザ

参
加
費　
２
０
０
円

申
込
締
切　
７
月
２
日（
木
）

　
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
支
援
課�

☎
21

―

０
３
０
０

　
介
護
職
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
基
本

的
な
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
介
護

職
員
初
任
者
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
研

修
を
開
催
し
ま
す
。

日
に
ち　
８
月
29
日（
土
）
～
11
月
28

日（
土
）　
毎
週
土
曜
日
（
全
14
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
８
名

創
業
塾

　
起
業
・
創
業
を
目
指
す
人
や
創
業
間

も
な
い
人
な
ど
を
対
象
に
、
創
業
支
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
10
日（
金
）・
16
日（
木
）・

24
日（
金
）・
31
日（
金
）
午
後
６
時
～

８
時

場
所　
高
梁
市
図
書
館　
４
階
多
目
的

室申
込
締
切　
６
月
30
日
（
火
）

　
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
高
梁
商

工
会
議
所
、
ま
た
は
備
北

商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
高
梁
商
工
会
議
所�

☎
22

―

２
０
９
１

　
備
北
商
工
会�

☎
42

―

２
４
１
２

10令和８年（2026）６月



お知らせ

　
市
内
の
コ
ー
ラ
ス
団
体
が
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い

に
響
か
せ
ま
す
。
今
年
は
神
戸
か
ら
混

声
合
唱
団「
学
園
都
市
混
声
コ
ー
ラ
ス
」

が
来
高
さ
れ
ま
す
。

日
時　
７
月
４
日（
土
）午
後
１
時
開
演

※
午
後
０
時
30
分
開
場

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

問
協
働
定
住
課�

☎
21

―

０
２
５
４

　
成
羽
町
で
毎
年
恒
例
の
本
丁
土
曜
夜

市
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
夏
休

み
を
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
、

子
ど
も
神
楽
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
や
沢
山
の
夜

店
が
並
ぶ
ほ
か
、
児
童
絵

画
展
も
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
11
日（
土
）、
18
日（
土
）

午
後
６
時
～
８
時

場
所　
本
丁
商
店
街
（
神
楽
ロ
ー
ド
）

お
よ
び
成
羽
文
化
セ
ン
タ
ー
別
館
周
辺

問
本
丁
商
店
会　
難
波
会
長

�

☎
42

―

２
３
５
６

 
 

 
 催

し

第
38
回
童
謡
ま
つ
り
in
高
梁

成
羽
本
丁
土
曜
夜
市

高梁市成羽美術館

加
か と う

藤竜
りょう

―世界のゆくえ
期　間　７月４日（土）～８月30日（日）
観覧料　一般・シニア　1000円
　　　　学生（小・中・高・大学生）　500円

　高梁市成羽美術館では、ベルリンを拠点に国際的に活動する加藤
竜の７年ぶりとなる個展を開催します。19歳で渡欧して以来、加
藤は一貫して環境問題を見つめ、揺らぐ世界情勢や深刻化する自然
破壊の中で生まれる人々の感情を、鮮烈な色彩で描いてきました。
　本展は、「世界はどこへ向かうのか」「私たちは何を選び取るべき
か」といった問いを、作品を通して静かに手渡す場となることを目
指します。
　展示するのは過去５年間の作品群。同じテーマを扱い
ながらも、年代ごとに表現が変化していく様子をご覧い
ただけます。
　環境を見つめ続けてきた加藤のまなざしと、その歩み
の豊かさに触れていただければ幸いです。

問成羽美術館　☎42－4455

期　間　７月８日（水）～７月11日（土）
時　間　午前９時30分～午後５時
場　所　成羽美術館１階 多目的展示室
観覧料　�無料（どなたでもご覧いただ

けます）

加藤 竜氏
ライブペインティング

　

A
BC
 C
ooking Studio

地
域
活

性
化
起
業
人
の
大
月
味
千
が
講
師
と

な
っ
てKids
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
し
ま

す
。
手
ご
ね
パ
ン
生
地
を
キ
ャ
ン
バ
ス

に
し
て
、
旬
野
菜
で
自
由
に
作
り
ま

し
ょ
う
。

対
象　
市
内
小
学
生
お
よ
び
有
漢
学
園

１
～
６
年
生　

日
時　

７
月
28
日（
火
）、
８
月
１
日

（
土
）、
８
月
19
日（
水
）
午
前
10
時
～

正
午　
※
各
回
定
員
12
人

場
所　

高
梁
市
役
所
２
階
保
健
セ
ン

タ
ー
調
理
室

参
加
費　
１
人
６
０
０
円

申
込
締
切　
７
月
５
日（
日
）

※
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
企
画
課�

☎
21

―
０
２
０
８

た
か
は
しKids

レ
ッ
ス
ン

ア
ー
ト
フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
を
作
ろ
う
！

本丁商店会HP

高梁市の市外局番は「0866」です11 令和８年（2026）６月



0866－22－4056
備北液化ガス販売株式会社高梁市段町７４９

草刈り・お墓掃除
ご予約はお急ぎください！

草刈り・お墓掃除
ご予約はお急ぎください！

お盆周辺はご依頼が大変混雑しご希望の日程を伺えない場合があります。お早めにお電話ください！

見積もり無料見積もり無料
●各種割引制度もございます●●各種割引制度もございます●

な
ど

な
ど

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

　
心
温
ま
る
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
を
大
画

面
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
25
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

※
午
前
９
時
30
分
開
場

場
所　
川
上
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

上
映
映
画　
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
タ
ク
シ
ー
」

前
売
券　
高
校
生
以
上
５
０
０
円
（
当

日
券
１
０
０
円
増
し
）

※
中
学
生
以
下
は
無
料

駐
車
場　
係
員
の
指
示
に
従
い
会
場
周

辺
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
川
上
公
民
館�

☎
48

―

２
２
０
３

か
わ
か
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ア
タ
ー

【タイトル】
　『TOKYOタクシー』
【公開表記】
　2025年11月21日（金）
　全国公開
【コピーライト】

　 �©2025映画「TOKYOタク
　シー」製作委員会

　
市
内
に
は
８
つ
の
保
育
園
・
こ
ど
も

園
・
幼
稚
園
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色

あ
る
教
育
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６

月
23
日
（
火
）
か
ら
各
園
で
行
っ
て
い

る
未
就
園
児
と
の
交
流
会
に
あ
わ
せ
て

見
学
会
を
行
い
ま
す
。
園
選
び
の
参
考

に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
日
程
や
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
各
園
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
教
育
課�

☎
21

―

０
２
６
４

園
選
び
の
参
考
に
！

園
で
見
学
会
実
施

　
岡
山
県
内
の
高
校
で
活
動
す
る
文
化

系
部
活
動
が
分
野
を
超
え
て
集
結
し
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
の
展
示
を
行
い

ま
す
。

日
時　
７
月
19
日（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館

入
場
料　
無
料

事
前
申
込　
不
要

　
高
校
生
た
ち
の
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
岡
山
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

　
☎
０
８
６

―

２
７
９

―

２
０
０
５

�

（
岡
山
城
東
高
校
内
）

高
校
生
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
６
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お知らせ

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

　
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
た
私し

募ぼ

債さ
い
の

発
行
に
よ
る
教
育
支
援
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
５
月
15
日（
金
）に
㈱
タ
イ
ガ
ー

チ
ヨ
ダ
グ
ル
ー
プ
と
㈱
山
陰
合
同
銀
行

（
新
見
支
店
）
の
連
名
で
成
羽
小
学
校

へ
図
書
カ
ー
ド
（
40
万
円
分
）
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
成
羽
町
は
、
㈱
タ
イ
ガ
ー
チ
ヨ
ダ
グ

ル
ー
プ
創
業
の
地
で
す
。
社
員
に
は
成

羽
小
学
校
の
卒
業
生
や
、
在
学
中
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
ご
家
庭
が
多
く
、
深
い

ご
縁
が
あ
り
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
多
く

の
本
に
親
し
み
、
豊
か
な
学
び
を
深
め

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

問
株
式
会
社
山
陰
合
同
銀
行
新
見
支
店

�

☎
０
８
６
７

―

７
２

―

２
１
０
５

タ
イ
ガ
ー
チ
ヨ
ダ
グ
ル
ー
プ
等
か
ら

図
書
カ
ー
ド
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

消
防
署
だ
よ
り

　
毎
年
６
月
の
第
２
週
は
危
険
物
安
全

週
間
で
す
。
今
年
度
の
推
進
標
語
は

『
つ
か
み
取
れ
！

�

め
ざ
す
無
事
故
の
頂
い
た
だ
きを
』

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
日
頃
か
ら
危
険
物
の
安
全
管
理

に
努
め
、
災
害
の
予
防
に
功
績
の
あ
っ

た
危
険
物
取
扱
者
及
び
危
険
物
関
係
事

業
所
に
つ
い
て
、
岡
山
県
知
事
、
岡
山

県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
会
長
、
高

梁
市
危
険
物
安
全
協
会
か
ら
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
す
。

【
優
良
危
険
物
取
扱
者
知
事
表
彰
】

　
　
有
限
会
社 

土
屋
商
店

　
　
五ご
と
う島　

章あ
き
と
も友

さ
ん

【
岡
山
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

�

会
長
表
彰
】

●
優
良
危
険
物
取
扱
者

　
　
大
河
産
業 

株
式
会
社

　
　
大お
お
か
わ河　
伸し
ん
ぺ
い平
さ
ん

●
優
良
危
険
物
関
係
事
業
所

　
　
有
限
会
社 

大
月
産
業

【
高
梁
市
危
険
物
安
全
協
会
表
彰
】

●
優
良
危
険
物
取
扱
者

　
　
住
友
電
工
焼
結
合
金
株
式
会
社

　
　
森も
り
し
た下　

匡ま
さ
み三

さ
ん

●
優
良
危
険
物
関
係
事
業
所（
順
不
同
）

　
　

�

野
田
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
株
式

会
社

　
　
有
限
会
社 

成
羽
砂
利

●
特
別
功
労
表
彰

　
　
地
頭
石
油 

株
式
会
社

　
　
古ふ
る
ま
い米　

裕ゆ
う
じ治

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災
３
件
（
前
月
よ
り
３
件
増
）

救
急
１
５
０
件
（
前
月
よ
り
14
件
増
）

問�

消
防
本
部
予
防
課�

☎
21

―

０
１
２
１
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ままちち てきことてきことのの

　５月18日（月）、トヨタレンタリース岡山と高梁市は、災害支援や地域の活性化、市民サービ
スの向上、そして観光で訪れる人の利便性向上を目
指し、包括連携協定を締結しました。
　この協定では、両者がそれぞれ持つ車両や人材、
知識などの資源を活かしながら連携を深め、地域の
課題解決や魅力向上に取り組んでいきます。
　今後も、市民の皆さんにとってより暮らしやすく、
訪れる人にも快適なまちづくりを進めていきます。

　５月22日（金）、川上こども園の園児と民
生委員・児童委員の皆さんが、一緒にサツマ
イモの苗植えを行いました。園児たちは、苗
を植えたりペットボトルで水やりをしたりし

ながら、民生委
員の皆さんに優
しく教えてもら
い、楽しく農業
を体験しまし
た。最後には「秋
のイモ掘りでま
た会おうね」と
約束し、再会を
楽しみにしなが
ら笑顔で交流を
終えました。

　５月29日（金）から31日（日）にかけて、
岡山シーガルズが高梁市でスプリングキャン
プを開催しました。公開練習やバレーボール
教室を通じて市民やバレーボール団体と交流
し、競技の魅力を伝えるとともに、地域とチー
ムのつながりを深めるよい機会となりました。

高梁市と株式会社トヨタレンタリース岡山と包括連携協定

サツマイモの苗植え 岡山シーガルズ
スプリングキャンプin 高梁

 

山
田
方
谷
の
こ
と
ば 

解
説

至
誠
惻
怛（
し
せ
い
そ
く
だ
つ
）…
ま
ご
こ
ろ
（
至

誠
）
と
、い
た
み
悲
し
む
心
（
惻
怛
）
が
あ
れ
ば
、

や
さ
し
く
な
れ
ま
す
。
こ
れ
は
人
の
痛
み
を
自
分

の
痛
み
と
感
じ
る
心
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
山
田
方
谷
の
生
き
方
の
真
髄
と
も
い
う
べ
き

言
葉
で
す
。
こ
の
よ
う
な
生
き
方
を
身
に
着
け
る

こ
と
で
、
自
己
中
心
的
な
考
え
を
打
破
し
た
い
も

の
で
す
。

知
行
合
一（
ち
こ
う
ご
う
い
つ
）…
山
田
方
谷
が
学

ん
だ
陽
明
学
の
言
葉
で
す
。「
知
る
」
こ
と
と
「
行

う
」
こ
と
は
、
ど
ち
ら
も
心
の
働
き
で
あ
り
、
本

来
は
一
つ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
。
私
心
を

排
し
た
自
然
な
心
が
、
善
と
知
る
と
同
時
に
行
動

す
る
。
し
か
し
、
不
善
と
知
れ
ば
決
し
て
そ
れ
を

行
わ
な
い
と
い
う
行
動
の
指
針
と
な
る
教
え
で
す
。

治
国
平
天
下（
ち
こ
く
へ
い
て
ん
か
）…「
国
を
治

め
、天
下
を
平
和
に
す
る
こ
と
」を
意
味
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
儒
教
が
目
指
す
理
想
的
な
政
治
像
を
示

す
言
葉
で
、「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」
と
い
う

連
続
し
た
言
葉
の
一
部
で
す
。
天
下
を
平
和
に
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
個
人
が
自
分
自
身
を
修
め
、

次
に
家
庭
を
整
え
、
そ
し
て
国
を
治
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
教
え
で
す
。

国道180号に設置され
たのぼり旗

14令和８年（2026）６月



―山田方谷没後150年――山田方谷没後150年―

山
田
方
谷
に
学
ぶ

山
田
方
谷
に
学
ぶ

２

二
、方
谷
の
藩
政
改
革
―
そ
の
１

　

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）、
板
倉
勝か
つ
き
よ静
が
新
藩

主
に
な
る
と
、
十
二
月
、
方
谷
は
江
戸
藩
邸
に
呼

び
出
さ
れ
、勝
静
か
ら
藩
の
元も
と

締じ
め

役や
く

兼
吟ぎ
ん

味み

役や
く（

藩

財
政
の
責
任
者
）
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
当
時
の
備

中
松
山
藩
は
、
大
変
苦
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、

借
金
の
利
息
を
払
う
の
に
精
一
杯
で
、
元
金
は
減

ら
ず
、
借
金
を
重
ね
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

方
谷
は
藩
の
会
計
帳
簿
な
ど
を
徹
底
的
に
調

べ
、財
政
の
現
状
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
、「
財

政
再
建
は
、
金
銭
の
取
り
扱
い
ば
か
り
を
考
え
て

い
て
は
で
き
な
い
、
藩
政
か
ら
領
民
・
市
中
ま
で

を
き
ち
ん
と
治
め
て
、
そ
れ
が
で
き
る
。
政
治
と

財
政
は
車
の
両
輪
」（
藩
財
政
に
関
す
る
上
申
書
）

と
い
う
基
本
方
針
を
立
て
、
上
下
節
約
（
藩
士
の

穀こ
く

禄ろ
く

を
減
ず
る
、
贅
沢
の
禁
止
な
ど
）、
負
債
整

理
（
借
金
返
済

の
延
期
、
大
坂

蔵
屋
敷
の
廃
止

な
ど
）、
藩
札

刷
新
、
産
業
振

興
、
民
政
刷
新

（
凶
作
に
備
え

領
内
に
郷ご
う

倉く
ら

設

置
、
賄
賂
を
戒
め
、
賭
博

を
禁
止
、
目
安
箱
の
設
置

な
ど
）、
文
武
奨
励
（
学

問
所
・
教
諭
所
・
寺
子
屋
・

私
塾
の
充
実
な
ど
）、
さ
ら
に
は
軍
制
改
革
（
農

兵
制
創
設
）
な
ど
の
藩
政
改
革
に
全
力
を
あ
げ
て

取
り
組
み
ま
す
。

　
方
谷
が
藩
政
改
革
の
中
で
最
も
力
を
注
い
だ
の

が
信
用
を
失
っ
た
藩
札
の
刷
新
で
す
。
そ
れ
は
後

年
、「
藩
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
過
半
の

力
を
藩
札
の
運
用
に
用
い
た
」
と
述
懐
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。
藩
札
の
円
滑
な
流

通
が
、
経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い

た
方
谷
は
、
大
量
に
発
行
さ
れ
る
な
ど
し
て
信
用

が
た
落
ち
で
あ
っ
た
藩
札
の
貨
幣
へ
の
兌だ

換か
ん
を
数

年
か
け
て
行
い
、
回
収
し
た
も
の
と
未
使
用
分
の

合
せ
て
約
一
万
千
八
百
両
分
の
藩
札
を
、
嘉
永
五

年
（
一
八
五
二
）
九
月
、
領
民
た
ち
の
面
前
で
焼

却
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
打
っ
て
出
ま
し
た
。

高
梁
川
近ち
か

似の
り

河
原
で
の
藩
札
焼
却
は
、
朝
の
八
時

か
ら
夕
方
の
四
時
ま
で
か
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
「
永え
い

銭せ
ん

」
と
い
う
新
し
い
藩
札
を
発
行
し

ま
す
。
永
銭
に
は
金
貨
に
交
換
さ
れ
る
旨
の
明
文

が
記
さ
れ
、
極
め
て
高
い
信
用
を
得
て
、
他

藩
の
領
内
ま
で
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
次
に
、
産
業
振
興
の
方
策
で
す
。
切
り
札

は
鉄
で
し
た
。
高
梁
川
上
流
の
備
北
地
区
は

鉄
の
宝
庫
で
す
。
方
谷
は
、
鉄
山
の
開
掘
を

藩
の
直
轄
事
業
と
す
る
と
と
も
に
、
鉄
を
加

工
す
る
工
場
を
次
々
と
建
設
し
、
そ
れ
に
従

事
す
る
技
術
者
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
良
質
の
鉄
を
材
料
に
、
刃
物
や

鍋
・
釜
な
ど
の
鉄
器
、
鍬
や
鎌
な
ど
の
農
具
、
釘

な
ど
を
生
産
し
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
高
梁
川
を
利

用
し
て
、
河
口
の
玉
島
港
に
運
び
、
そ
こ
か
ら
船

で
江
戸
と
い
う
大
消
費
地
に
直
送
し
、
販
売
し
ま

し
た
。
と
り
わ
け
三
本
歯
の
「
備
中
鍬
」
は
人
気

を
博
し
、
大
火
の
多
い
江
戸
の
町
で
は
「
鉄
釘
」

が
高
値
で
売
れ
た
と
い
い
ま
す
。
幕
末
に
は
吹
屋

の
銅
山
も
買
収
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
方
谷
は
、

煙
草
、
柚ゆ

餅べ

子し

な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
成
功
。

中
で
も
、
煙
草
は
質
が
よ
く
「
松
山
刻き
ざ
み」

と
呼
ば

れ
て
全
国
的
に
有
名
で
し
た
。

　
方
谷
は
こ
う
し
た
事
業
部
門
を
つ
か
さ
ど
る
専

門
の
部
署
を
「
撫ぶ

育い
く

方が
た

」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。

「
撫
育
」と
は
人
を
い
つ
く
し
み
育
て
る
意
で
す
。

こ
の
役
所
は
、
藩
内
で
生
産
さ
れ
た
年
貢
米
以
外

の
一
切
の
産
物
を
取
り
扱
い
、
販
売
管
理
も
手
が

け
ま
し
た
。
撫
育
方
の
働
き
に
よ
っ
て
、
備
中
松

山
藩
の
殖
産
興
業
は
大
い
に
進
ん
だ
の
で
す
。

�

（
文
・
渡
辺
道
夫
）

高梁川近似河原（ききょう緑地）

左から、永銭・備中鍬・鉄釘

高梁市の市外局番は「0866」です15 令和８年（2026）６月



６月１日時点
隊員数８名 問問協働定住課　☎21－0282協働定住課　☎21－0282

　みなさん、こんにちは。シャルム地域おこし協力隊 農業支援担当の伊
いとう
藤 結

ゆ な
菜です。

　私は、地域の農家さんの協力をいただきながら、実際に農作業を体験し、
農家さんから学んだことや作業を通して感じたことを体験記にまとめ、農
業のリアルな魅力を発信しています。
　また、市内で活躍されている農家さんを紹介する『農家さん図鑑』をウェ
ブサイト「note」で発信し、冊子化も行っています。
　農業への想いやこだわり、人柄などを取材し、多くの人に農業
の魅力を知ってもらえるよう活動していますので、ぜひご覧くだ
さい。

　みなさん、こんにちは。防災王子の小
お の
野 智

ともゆき
行です。梅雨の時期がやってまいりました。この季節、

改めて備えを見直してみませんか？
　今年の避難訓練は、いつもより少し「本番仕様」で挑戦してみてください。非常持ち出し袋を
実際に背負って、ペットのいるご家庭は一緒に連れて動いてみま
しょう。「重い！」「思ったより時間がかかる！」そんな気づきこ
そが本番での行動や備えにつながります。
　いざという時に助け合えるのは、顔を知っている人同士。訓練
で顔を合わせ、声をかけ合う積み重ねが地域の力になります。避
難訓練の機会に備えを整え、人のつながりを育てていきましょう。

　高梁市地域おこし協力隊は、隊員自らが活動内容をまとめた「地域おこし協力隊だより」
を定期的に発行しています。普段、協力隊員がどのような活動をしているのか確認できます
ので、是非ご覧ください！

地域おこし協力隊だより

伊
い と う

藤 結
ゆ な

菜  隊員

小
お の

野 智
ともゆき

行  隊員

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください
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レ
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ま
し
た
。
公
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練
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で
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私
も
コ
ー
ト
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入
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も
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い
、
プ
ロ
の
皆
さ
ん
と
ご
一
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き
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大
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感
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で
し
た
。
観
客
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べ
５
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０
人
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大
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況
で
し
た
。
一
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だ

け
寂
し
か
っ
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こ
と
は
、
今
回
７
人
の

選
手
が
退
団
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
現

役
選
手
に
は
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つ
か
は
必
ず
訪
れ
る
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
チ
ー
ム
や
地
域

に
貢
献
し
て

く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か

ら
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。 　

今
年
も
５
月
30
日
、

31
日
の
２
日
間
、
岡
山

シ
ー
ガ
ル
ズ
ス
プ
リ
ン

グ
キ
ャ
ン
プ
in
高
梁
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前

日
の
29
日
に
は
市
内
の

学
校
園
で
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
体
験
や
給
食
交
流
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
の
開
会
式
で
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児童館へ遊びに行こう！
　市内には、川上児童館と落合児童館の２つの児童館があります。
　児童館は、児童の健やかな成長を図ることを目的に設置されており、
子どもたちが安心して自由に過ごせる場所です。友だちと遊んだり、
工作や読書を楽しんだり、放課後や休日の居場所として利用できます。
　今後は、クラブ活動や児童館まつりなど、みんなで楽しめるイベ
ントも予定しています。初めての人も大歓迎ですので、ぜひ気軽に
お越しください。
　また、児童館の施設や設備の一部は、申請により地域活動などで
も利用できます。子ども会や地域の集まりなどにも、ぜひご活用ください。

利用案内　実施場所　●川上児童館　高梁市川上町地頭1365番地�
　 　●落合児童館　高梁市落合町阿部1287番地２
　利用時間　【月曜日～金曜日】午後２時～６時

　※学校休業日は午前８時30分から利用できます。
　【土曜日】午前８時30分～午後５時

※平日の午後、土曜日及び長期休業期間中は、学童保育を実施しています。

問問こども未来課　☎21－2666こども未来課　☎21－2666ここどどももままんんななかか通通信信

高校生みらい共創課NEWS◆

　高校生みらい共創課は、令和７年４月に市役所内に設置された
高校生（県立高梁高校生、県立高梁城南高校生）だけによる課で、
市長から特任職員に任命されて１年間活動します。この課では、
高校生が若い世代の発想力や行動力を生かして、市役所職員の人
とも連携しながら、市を盛り上げる企画を自ら考え提案したり、
実行に移したりしていきます。
　令和８年度は、高梁高校５人、高梁城南高校
６人の計11人が任命されました。それぞれの
学校の「総合的な探究の時間」等を活用しなが
ら、週１回２時間程度を基本に活動します。今
後、自分たちで取組テーマを設定し、高梁市が
より魅力的な“まち”となることを目指し、元
気に頑張っていきます。皆さんの応援よろしく
お願いします。

令和８年度　高校生みらい共創課スタート！！
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健康づくり健康づくり応援応援通信通信 問健康づくり課　☎ 21－0267

生活習慣病の重症化を防ぐためにも健診を受けましょう！
　特定健診（40～74歳）・後期高齢者健診（75歳以上）は、生活習慣の乱れなどが原因で発症
する生活習慣病の予防・改善を目的とした健診です。体の状態を数値で把握して、健康づくりに
役立てましょう。毎年受けるからこそ健康状態がはっきり見えてきます。
　６月から始まる国民健康保険の特定健診は500円、後期高齢者健診は100円で受診できます。
　次のような方も健診を受けましょう。
1持病で医療機関へ通院している人
　➡�特定健診は全身の健康状態を診ています。治療に必要な検査だけでは体の異変に気づかな
い場合もあります。かかりつけ医と相談し、必要な場合は特定健診を受けましょう。

2具合が悪くなってから受診したら良いと思う人
　➡�症状が出てきたら重症化のサインです。健診で健康状態を把握して健康な体で病気を未然
に防ぎましょう。

3忙しくて健診を受けに行く時間がない人
　➡�毎年１日を健診の日に充てて、病気の兆候の発見や早期治療につなげましょう。病気が重症化してからでは、
治療費も時間も多くかかります。

　受診できる期間　　令和８年６月１日（月）～令和９年２月27日（土）
　　※受診券は、５月下旬に市から対象となる人へ届いています。
　　※すべての検診が半日で受けられる総合検診は、予約制です。
　　詳しくは、広報たかはし４月号と一緒に配布している「検診ガイドブック」をご覧ください。

成羽病院通信成羽病院通信 問成羽病院　☎42－3111

CKD（慢
まん

性
せい

腎
じん

臓
ぞう

病
びょう

）をご存じですか？
　日本の成人の約８人に１人が患っているとされる【CKD（慢性腎臓病）】。
　初期はほとんど自覚症状がありませんが、放置すると腎臓の機能が徐々に低下し、将来的に人工透析
が必要になったり、心筋梗塞のリスクが高まったりする怖い病気です。
　発見のカギは毎年の健康診断です。
　血液検査（クレアチニン値・eGFR）や尿検査（尿タンパク）で腎臓の健康状態をチェックしましょう。
　CKDを引き起こす大きな原因は、高血圧、糖尿病、脂質異常症といった「生活習慣病」や、肥満、喫
煙、加齢などです。
　日頃から「減塩」や「適度な運動」を心がけ、数値に異常があった場合は放置せず、早めにかかりつ
け医に相談しましょう。

検査室　室長　石田 雅美

今年度から、第２・第４木曜日に夕方診療を開始しています。
　診療日　【７月】９日、23日　　【８月】13日、27日
　時　間　診察終了　午後７時（受付終了　午後６時30分）　受　付　正面玄関１階窓口（診察は救急診察室）
※診察前に事前にご連絡ください。

成羽病院からのお知らせ
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お知らせ

種別 日 時間 場所 問い合わせ
ゆう・ゆうタイム

（お星さまにお願い） 3日（金）午前10時～11時30分
子育て支援センター
（高梁こども園

１階　東側）
子育て支援センター

☎22-2450
こども未来課
☎21-2666

赤ちゃんタイム 14日（火）・31日（金）午前10時～正午
ゆうゆう講座　子どもの事故防止・救急法 8日（水）午前10時～11時30分

ハッピー♡サタデー 11日（土）①午前９時～正午
②午後１時～４時

なりわで“ゆう・ゆう” 2日（木）・16日（木）・
30日（木）

①午前10時～11時30分
②午後１時30分～３時

成羽こども園
子育て支援室

にこにこ相談 13日（月）・27日（月）午前10時～午後４時
子育て支援センター

育児相談 22日（水）午前10時～正午 健康づくり課
☎21-0228

エイズ・性感染症検査／ B・C
型肝炎検査／骨

こつ
髄
ずい

ドナー検査登
録

28日（火）午後１時～２時

備北保健所 備北保健所
☎21-2836病態栄養相談 9日（木）午前10時～11時

思春期・ひきこもり相談 10日（金）午後２時～４時
こころの健康相談 17日（金）午後２時30分～４時30分

子育て支援・健康相談（７月）　※全て予約が必要です

種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談
7日（火）午前９時～正午 市役所３階会議室 岡山行政監視行政相談センター

☎086-224-11009日（木）午前９時～正午 吹屋連絡所

なやみごと相談 7日（火）午前９時～正午 市役所３階会議室 岡山地方法務局高梁支局
☎22-2318

法律相談（要予約）
7日（火）・14日（火）・
21日（火）・28日（火）
午後１時～４時10分

高梁総合福祉センター
岡山弁護士会（☎086-234-5888）へ
事前に予約をして、協働定住課へ無
料券を申請してください。（市民のみ・
年２回まで）　協働定住課☎21-0254

司法書士相談

10日（金）
午前10時～正午 有漢保健センター

岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎22-7906午前10時～正午 備中地域局２階会議室

15日（水）午後２時～４時 イズミゆめタウン（2階文化教室）

31日（金）午前10時～
午後３時 市役所１階休憩スペース（自販機前） 岡山県土地家屋調査士会備北支部

☎21-2077

相談（７月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ

高梁税務署面接相談
（要予約）

1日（水）・15日（水）
※�相続・贈与・譲渡所得に関する相談

は税務署へお問い合わせください。
午前９時～午後４時 高梁税務署 高梁税務署

☎22-2546

種別 対象（生まれた年・月） 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健診 令和７年10月・令和８年３月 15日（水）
４ヵ月児
午後０時30分～０時45分
９ヵ月児
午後０時50分～１時５分

高梁保健センター 健康づくり課
☎21-0228１歳６ヵ月健診 令和６年11月～12月 8日（水） 午後０時30分～１時15分

（受付）

２歳６ヵ月健診 令和５年11月～12月 16日（木） 午後０時30分～１時15分
（受付）

子どもの健診（7月）

高梁市の市外局番は「0866」です19 令和８年（2026）６月



問

お知らせ

休日当番医（７月）

※診療時間は午前９時～午後５時です。
　受診前に必ず電話で症状をお知らせください。
　�また、受診の際はマスクを着用して
ください。
※�休日当番薬局については、（一社）
岡山県薬剤師会HPをご覧ください。

5日（日）高梁中央病院（南町） ☎22-3636

12日（日）まつうらクリニック（成羽町下原）☎42-2315

19日（日）高梁整形外科医院（本町）☎22-1531

20日（月）川上診療所（川上町地頭）☎48-4188

26日（日）大杉病院（柿木町） ☎22-5155

最新の情報はこちら➡

職　種 所在地 賃 金 月 額

看護師 成羽町 259,400円～263,900円

飼育作業員 川上町 210,000円～230,000円

老人福祉・機能
訓練指導員 落合町 199,000円～242,000円

携帯ショップ
販売員 落合町 209,200円～239,200円

自動車部品の
ルート営業 落合町 205,200円～230,000円

共済・福祉制度
推進スタッフ 弓之町 180,000円～360,000円

自動車整備士 段　町 248,500円～314,700円

調理員（パート）高倉町 1,100円～1,200円

美容師（パート）落合町 1,047円

電気工事
（パート） 和田町 2,000円

求人情報求人情報 （５月13日現在）

＊�便利なハローワークインターネット
サービスをご利用ください。
問ハローワーク高梁　☎22-2291

二次元コードでらくらく求人検索
　ご自身のスマートフォンで求人を簡単に検索で
きる『らくらく求人検索カード』を配布していま
す。例えば「事務」「軽作業・清掃」の二次元コー
ドを読み込むとハ
ローワークインター
ネットサービスで、
それぞれの最新求人
情報が表示されます。

６月の納期限　６月30日（火）
○市民税・県民税（普通徴収／全期・第１期）
７月の納期限　７月31日（金）
○固定資産税・都市計画税（第２期）
○国民健康保険税（以下全て普通徴収／全期・第１期）
○介護保険料　　○後期高齢者医療保険料
（７月納期限の口座振替申込期限は６月22日（月）です。）
※�口座振替登録を希望する人は、市内の金融機関で手続き
をお願いします。口座振替を登録している人は、振替日
前に預金残高の確認をお願いします。
� 問税務課　☎21-0215

税金の納期限（口座振替日）

キ
吉 備 国 際 大 学

ャンパスだより
オープンキャンパスのご案内オープンキャンパスのご案内

　吉備国際大学では、下記の日程でオープンキャンパ　吉備国際大学では、下記の日程でオープンキャンパ
スを開催します。スを開催します。
　高校生だけでなく、保護者やご家族の参加も大歓迎　高校生だけでなく、保護者やご家族の参加も大歓迎
です。駐車場も多数あります。また、備中高梁駅からです。駐車場も多数あります。また、備中高梁駅から
の無料送迎バスも運行します。の無料送迎バスも運行します。
　ぜひ、本学にお越しいただき、学びの内容を体験し　ぜひ、本学にお越しいただき、学びの内容を体験し
てみてください。てみてください。
開催日開催日　７月11日（土）、８月２日（日）、８月23日（日）　７月11日（土）、８月２日（日）、８月23日（日）
　　　　※�11月、来年３月にも開催します。詳しくは　　　　※�11月、来年３月にも開催します。詳しくは

吉備国際大学ホームページをご覧ください。吉備国際大学ホームページをご覧ください。
時　間時　間　午前11時～午後３時30分　午前11時～午後３時30分
　　　　（※11月は午後１時～３時30分）　　　　（※11月は午後１時～３時30分）
申込方法申込方法　�開催日１カ月前から、下記ウェブサイトで　�開催日１カ月前から、下記ウェブサイトで

参加を受け付けています。参加を受け付けています。
　　　　　※参加申し込みは必須です。　　　　　※参加申し込みは必須です。
内　容内　容　�学科説明、ミニ講義、体験コーナー、施設見学、　�学科説明、ミニ講義、体験コーナー、施設見学、

在学生とのフリートーク、入試・在学生とのフリートーク、入試・
各種個別相談のほか、学食無料体各種個別相談のほか、学食無料体
験もあります。（11月は除く）験もあります。（11月は除く）

問問順正学園入試広報室　☎0120-25-9944順正学園入試広報室　☎0120-25-9944
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図書館だより
高梁市図書館のイベント　　問問高梁市図書館☎22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）高梁市図書館☎22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

イベントの申し込みは高梁市図書館ウェブサイトで電子申請をしてください。受け付け開始日は前月20日です。
たかはし朗読の会 聞き手に伝わる朗読講座〈第一回〉・〈第二回〉 要申込（定員：25人）参加費無料　〈持ち物〉筆記用具

講師：元RSKアナウンサー 松
まつしま
嶋信
のぶゆき
之さん６月21日（日）〈第一回〉

７月19日（日）〈第二回〉 午前10時～正午 ４階 多目的室

ベビー BOOK タイム 自由参加　参加費無料
読み手：図書館スタッフ６月23日（火） 午前11時～11時30分 ４階 読み聞かせスペース

親子ヨガと絵本のよみきかせ 要申込（定員：２歳までの幼児と保護者５組）
参加費無料　持ち物：タオル、ヨガマット、飲み物
講師：保育士ヨガインストラクター TOMOKAさん６月27日（土） 午前11時～11時45分 ４階 多目的室

幼児期からはじめる「からだとこころ」のおはなし 要申込（定員：30人）参加費無料
講師：助産師・楽育ベビーマッサージ講師 清

しみず
水由

ゆ か
香さん６月29日（月） 午前10時30分～11時30分 ４階 多目的室

七夕の願いをこめて苔玉づくり 要申込（定員：20人）材料費2,000円
持ち物：�苔玉を飾るお皿（直径15～20センチ程

度）、園芸用手袋やゴム手袋など（お持ち
の人のみ、軍手は不可）、お持ち帰り用の
ビニールまたは紙袋

講師：倉敷グリーンファーム代表 中
なかだ
田晶

しょうぞう
三さん

７月５日（日） 午前11時～正午 ４階 多目的室

はじめよう、人生会議 要申込（定員：20人）参加費無料
講師：高梁市役所 高齢者支援課（地域包括支援センター）７月６日（月） 午前10時～11時 ４階 多目的室

リトミックで遊ぼう♪ 要申込（定員：保護者含め20人）参加費無料
〈対象〉未就学児と保護者
持ち物：クレヨン（お持ちの人）、飲み物
講師：音色こずみっく講師 黒

くろさき
㟢友

ゆ き
紀さん

７月８日（水） 午前10時30分～11時30分 ４階 多目的室

キッズ映画上映会 自由参加（定員：先着30人程度）参加費無料
〈持ち物〉座布団（お持ちの人）
映画タイトル：『おまえうまそうだな』（2010）７月11日（土） 午前10時～正午 ４階 多目的室

図書館で楽しむリコーダーコンサートー本当の笛の音を聞いたことがありますか？ー 自由観覧　参加費無料
リコーダー奏者：柴

しばもと
本幸
ゆき
さん７月12日（日） 午後３時～４時 ２階 待合スペース

親子でふれあうベビーマッサージ 要申込（定員：親子含め20人）参加費無料
持ち物：�バスタオル、お出かけグッズ、水分補給できるもの
講師：助産師・楽育ベビーマッサージ講師 清

しみず
水由

ゆ か
香さん７月13日（月） 午前10時30分～11時30分 ４階 多目的室

笑って健康！ストレス解消！イスに座って簡単エクササイズ 要申込（定員：15人）参加費無料
持ち物：�タオル、飲み物、運動しやすい靴、フェイスタオル
講師：健康運動実践指導者 入

いり え
江万

ま き こ
紀子さん７月17日（金） 午後２時～３時 ４階 多目的室

木でつくろう！ロボットくん 要申込（定員：20人）材料費500円〈対象〉２歳以上
講師：工房川月 川

かわつき
月清

きよ し
志さん７月20日（月・祝） 午後１時～２時 ４階 多目的室

キッズ BOOK タイム 自由参加　参加費無料
読み手：図書館スタッフ毎週日曜日 午後２時～２時30分 ４階 読み聞かせスペース

今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）
重
曹
＆
お
酢　
ガ
ン
コ
な
汚
れ
も
つ
る
ん
と

落
ち
る
！　
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

�

監
　
修　
岩
尾
明
子　
　

�

　
出
版
社　
日
東
書
院
本
社

　

噂
に
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
重
曹

と
お
酢
が
こ
ん
な
に
も
優
秀
だ
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
古
く
さ
い
な
ん
て
侮
る
こ
と
な
か
れ
。

　

掃
除
だ
け
で
な
く
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や
災
害
時

に
も
大
活
躍
し
ま
す
。

　

使
い
方
を
知
っ
て
、
体
に
も
地
球
に
も
優
し

い
新
た
な
暮
ら
し
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

私
自
身
も
穏
や
か
な
優
し
い
人
に
な
れ
そ
う

な
気
が
し
ま
す
。

ヨモカ
（移動図書館車）

７月運行日
　高梁市図書館と遠隔地をつな
ぐサービスとして、移動図書館
が市内を巡回しています。
　本の貸出・返却だけでなく予
約・調べもののお手伝いなども
行います。
　運行日につい
ては、右記二次
元コードよりご
確認ください。 ヨモカ運行日

高梁市の市外局番は「0866」です21 令和８年（2026）６月



２２
さいさい

藤
ふじさわ

澤 杜
と わ

羽ちゃん
（津川町今津）

１１
さいさい

高
た か せ

瀬 七
な つ

紬ちゃん
（本町）

２２
さいさい

德
と く だ

田 沙
さ な

奈ちゃん
（有漢町有漢）

２２
さいさい

藤
ふじもり

森 智
ち か

花ちゃん
（原田北町）

１１
さいさい

古
ふるまい

米 玲
れ な

菜ちゃん
（落合町近似）

５５
さいさい

角
かくどう

銅 快
か い と

斗ちゃん
（落合町阿部）

３３
さいさい

村
むらかみ

上 陽
は る き

樹ちゃん
（成羽町下原）

６月に誕生日を迎える
子どもたちです

送ってください　締め切り６月25日（木）
　７月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真を広報たかはし、行政放送、市ウェブサイ
トなどで公開します。お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、住所、応募者の氏名、電話番
号を明記して送付してください。市ウェブサイトでも応募できます。
　短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のもので、漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふり
がな）・年齢・住所（市内のみ）・電話番号を明記して投稿してください。なお、紙面の都合上、掲載できな
い場合があります。

問（送り先）〒716-8501〔住所不要〕　広報たかはし「市民のページ」係
　☎21-0210　　 　hisyo@city.takahashi.lg.jp

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

22令和８年（2026）６月



市民のページ
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さ
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き
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木
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木
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ほ
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保
子
保
子
さ
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備
中
町
）
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長寿おめでとうございます長寿おめでとうございます
　100歳（大正15年生まれ）の誕生日を迎えられた人へ記念品や花束
をお贈りし、長寿を祝いました。
　市内の100歳以上の人は５月31日現在、80人（男性11人、
女性69人）です。

西西に
し
お
か

に
し
お
か岡岡

　　
清清き
よ
し

き
よ
しさ

ん
さ
ん

（
成
羽
町
布
寄
）

（
成
羽
町
布
寄
）

10月18日（日）

詳細は、二次元コードまたは市ウェブサイト
などでお知らせします。

■手話劇祭とは…
　手話は言語であることを多くの人に認識
してもらい、手話を使う人が安心して日常
生活を送ることができる環境整備と共生社
会の実現を目指すことを目的に開催する全
国手話言語市区長会の事業です。
　今回は手話を使った劇や歌、漫才、デフ
リンピック出場選手によるトークショーな
どを予定しています。

みなさん お楽しみに！

松
ま つ だ

田 真
ま ゆ み

由美さん 西
にしじま

嶋 邦
く に こ

子さん 赤
あ か ぎ

木 睦
む つ み

美さん

備中町手話サークルほたるの会備中町手話サークルほたるの会 備中町手話サークルほたるの会備中町手話サークルほたるの会 高梁市手話ボランティアの会高梁市手話ボランティアの会

（みなさん） （楽しい） （待つ）

手のひらで水平に半円を描く 両手を交互に上下する あごの下に手を置く

午後１時～（予定）
高梁総合文化会館大ホール

高梁市の市外局番は「0866」です23 令和８年（2026）６月



入場無料 各回  定員200名

シネマクレール丸の内（岡山市北区）

シネまるむすび（総社市）
７月３日（金）～

８月21日（金）～24日（月）
28日（金）～31日（月）

※定員に達し次第、受付終了

映
画「
脛
擦
り
の
森
」×

高
梁
ロ
ケ

ロ
ケ
地
　穴
門
山
神
社（
川
上
町
高
山
市
）、広
兼
邸（
成
羽
町
中
野
）

待
望
の「
高
梁
上
映
会
」開
催
決
定

主
催
　た
か
は
し
フ
ィ
ル
ム・コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ところ　 高梁市文化交流館

と　き　 令和８年７月12日（日）
上演１回目　10時30分（開場10時）
上演２回目　13時30分（開場13時）

これからの公開

広
報
た
か
は
し
６
月
号
（
通
巻
260
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
企
画
課

こ
の
広
報
紙
は
、
環
境
に
優
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
 〒
716-8501 岡

山
県
高
梁
市
松
原
通
2043　

電
話
0866-21-0210

■
 ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　
https://www.city.takahashi.lg.jp/

声の広報声の広報

　

梅
雨
の
晴
れ
間
に
夏
の
訪
れ
を
感
じ

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
日
差
し
の
強
い

日
や
蒸
し
暑
い
日
が
増
え
季
節
は
少
し

ず
つ
夏
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運

び
地
域
の
魅
力
や
人
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

暑
さ
対
策
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
、
元

気
に
夏
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

�

（
管
波
）

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

人　口 高梁いんふぉ

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

岡山県毎月流動人口調査
令和８年４月末現在（前月比）

総人口　 24,553人　（－6）
男　性　 12,059人　（12）
女　性　 12,494人　（－18）
出　生� 5人 転　入� 130人
死　亡� 38人 転　出� 103人
世帯数　 12,801世帯（－15）※速報値


